
議 事 録

会 議 名 令和６年第１回瑞穂警察署協議会（定例会）

令和６年２月22日（木）
午後２時00分から午後３時55分までの間

日 時 ・ 場 所

瑞穂警察署 講堂

１ 委員
西﨑久芳 会長 佐上美雪 委員
北野純子 委員 筒木幸枝 委員
山内祥光 委員 市川幸子 委員
林千栄 委員 山本五十次 委員
篠﨑信夫 委員

以上９名（定数10名）

出 席 者 ２ 警察署員
安藤署長 押村副署長 菱川警務課長
天野会計課長 落合生活安全課長 小林地域課長
大野刑事課長 曽田交通課長 鈴木警備課長

以上９名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等
優秀な人材を確保するための警察官・警察職員採用活動の

推進～多数の受験者を確保するために～

１ 働きがいがあり、かつキャリアアップできる組織情報の発信
２ 親を含めたリクルート活動の推進
３ 大学・高校のイベントへの積極的な参加による広報活動

答申等の概要 の推進

そ の 他 次回開催予定 令和６年５月下旬
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 委嘱状の交付

２ 会長及び副会長の選出等

委員の互選により、西﨑委員を会長に選出し、会長は、舟橋委員を副会長

に指名した。

３ 会長挨拶

４ 各種報告

(1) 管内の犯罪発生状況（生活安全課長説明）

(2) 管内の交通事故発生状況（交通課長説明）

(3) 速度取締指針（交通課長説明）

５ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況（交通課長説明）

(1) 諮問事項

交通事故抑止対策～区民の防衛意識を高めるために～

(2) 答申事項

ア 事故要因を具体的に示した情報発信の強化

イ 全世代に対する効果の上がる交通安全教育の推進

ウ 歩行者及び自転車に対する交通安全ルールの街頭指導の推進

(3) 推進施策

ア 答申事項アについて

○ 交通事故発生状況をイラストにより分かり易く示した上、読む人が

当事者意識を持って考えるよう工夫した広報資料の作成と配布

イ 答申事項イについて

○ 家族で遊びながら交通安全について話し合えるよう工夫したすごろ
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

くゲームの作成と配布

○ 飲酒ゴーグルを使用した歩行体験や反射ゴーグルを使用した反射材

の効果体験などの参加体験型の広報活動の実施

ウ 答申事項ウについて

○ 街頭における歩行者及び自転車利用者への交通安全指導の実施

○ 街頭活動での執行力を強化するため、交番勤務員に対して歩行者及

び自転車利用者による悪質交通違反の取締要領に関する教養を実施

○ 広報音源を活用した通勤時間帯における流動広報及び流動警戒の実

施

６ 諮問

(1) 諮問事項

優秀な人材を確保するための警察官・警察職員採用活動の推進

～多数の受験者を確保するために～

(2) 諮問事項の設定理由等（警務課長説明）

ア 人的基盤は警察活動を支える重要な基盤のひとつであり、優秀な人材

を確保できなければ、警察組織の弱体化を招き、将来の治安維持に影響

を及ぼすおそれがある。

イ 警察官の採用候補者試験の受験者数は減少傾向にあるため、効果的な

警察官及び警察職員の採用活動を推進し、多数の受験者を確保したい。

７ 協議

委員 ・ 小学生の社会見学や職業体験を広く受け入れて、警察に対する親

しみを持ってもらうよう努力してはどうか。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

委員 ・ 瑞穂区内の大学の学園祭や文化祭などの催事に採用広報ブースを

出展し広報してはどうか。

委員 ・ 世間は警察官は体力がないと務まらないという印象を持っている

と思う。体力に自信があるであろう高校や大学の運動部の学生へ積

極的に働きかけてはどうか。

委員 ・ 技術や専門知識を身につけるための研修制度が充実していること

や、多様な部門で特定分野の専門家として活躍できる職場であるこ

との宣伝が不足しているのではないか。

・ 警察が魅力のある職場であるという心証を高校生や大学生にもっ

てもらうことが受験者の拡大につながると思う。

委員 ・ 情報技術や語学などの技能や知識を生かして活躍できる職場であ

ることを伝えることができれば、就職活動期の学生は関心を持つの

ではないか。

委員 ・ 受験者の親世代は、警察は「厳しい」「きつい」という心証をも

っているのではないか。

・ 親に対して警察官は待遇面も仕事の内容も魅力的な職業であると

いう心証をもってもらえば、受験者の拡大につながるのではないか。

・ 親から子へ警察官採用試験の受験を勧めてもらえるような広報活

動を何かできないか。

委員 ・ 今の若者はソーシャルネットワーキングサービスを頻繁に利用し

ているので、これを効果的に活用した広報活動が重要であると思う。

８ 答申
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

(1) 働きがいがあり、かつキャリアアップできる組織情報の発信

(2) 親を含めたリクルート活動の推進

(3) 大学や高校のイベントへの積極的な参加による広報活動の推進

９ その他

次回の開催予定は、令和６年５月下旬とする。


